




横山隧道の魅力発見
　

話者：永冨　謙



● 話のながれ

・ 私が横山隧道に興味を持ったきっかけ

　　➡ 近代土木遺産 とは何か

・ 湖北に残る旧隧道を土木遺産的観点から解説

・ 横山隧道の建設に携わった技術者 ・ 村田鶴について

・ 横山隧道ができるまで （歴史的背景）

・ 横山隧道の最大の魅力



【 きっかけ 】



1994 年初夏合宿の私（国道 303 号・若狭街道 水坂峠）



自転車で旅をする

　　　➡ 道に興味を持つようになる

　　　　　　　➡ 古いトンネルや橋に興味を持つようになる



● 近代以降の道の歴史

・ 高々 150年前のことなのに、 意外と忘れられている

・町村史、 地誌でも省略されがち

・散り散りになった情報を集めて、 やっとわかる



若狭街道 保坂カルバート（明治 23 年竣工？）



刀根越（明治 11 年改修）
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刀根越（明治 11 年改修）



基準点第 10509 号 一等水準点（昭和 3 年設置）



刀根越 柳ヶ瀬方道標（明治 16 年建碑）

⬆
刀根越 北国街道、

鉄道敦賀線

⬆



刀根越 柳ヶ瀬方道標（明治 16 年建碑）



●菅野忠五郎編『鹿島組史料』p.6

鹿島岩蔵氏の鹿島組は、 本線中の 中ノ郷、 柳ヶ瀬隧道間 と、  疋

田、 刀根間との土工々事を特命され 、 鹿島氏の代人として新見七

之丞星野鏡三郎両氏が現場を分担し、 下請は主に京浜線請負者

梅田半之助氏の配下であったものを傭役した。（略）鹿島岩蔵氏は、

宿望の鉄道請負に参加を許されたので、 勇躍現地に乗込んで懸命

に奮闘 （略） 損益を度外視して誠実に仕事をしたことを認められ、

政府から二万円の補助金を下附された。

https://dl.ndl.go.jp/pid/2500170/1/11


●大正九年四月一日　内務省告示第二十八号

 国道十二号　東京市より石川県庁所在地に達する路線 （乙）

　経過地

一号路線 （名古屋市南区熱田市場町

に於て分岐） （名古屋市西区南外堀通

景雲橋、 明道町経由） 岐阜県稲葉郡

加納町　同県安八郡和合村　大垣市　

岐阜県不破郡関原村　福井県敦賀郡

敦賀町　福井市 （幸橋経由）

関
ヶ
原

敦 

賀

福 

井

岐 

阜

刀根越

(栃ノ木峠＝敦賀経由せず）

（賤ヶ岳隧道＝S3竣工）

国道12号線



●『滋賀県議会史』第４巻 p.112

 三一　府県道路線追加認定ノ件諮問 （諮第一号）

　本議案は、 国道第十二号線変更の結果、 木之本から国境に至

る区間は除外せられたので、 中ノ郷を起点として国境に至る一里

二十九町余を、 中ノ郷敦賀線として認定したいという諮問である。

一読会 （一二月八日） において前示特別委員に付証、 一二月

一三日の委員長 （八番） の報告は、 諮問通り可と認めたというの

であり、 結局同日付で 「府県道路線追加認定諮問の件ハ意見無

之候条此段及答申候成」 と答申した。

( 昭和 2 年 通常県会）

https://dl.ndl.go.jp/pid/9769952/1/96
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府県道中之郷刀根線
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賤ヶ岳隧道

➡

大正9年の国道12号 昭和3年の国道12号



“ 古いトンネルや　　　

橋のことを知れる

　よい本はないか。”



土木学会土木史研究委員会『日本の近代土木遺産 現存する重要な土木構造物 2000 選』（2001）



● “ 近代土木遺産 ” とは 

・ 近代に建造され、 現存する土木構造物

　（橋、 トンネル、 ダム、 堤防、 水門、 駅舎、 灯台、 排水機場、 鉱山施設、 ドッ

ク、 発電所、 水道施設、 軍事施設、 並木、 石畳、 軌道、 運河、 ……）

・ 中でも特に重要な物件－－－土木史上・技術史上・地域史上で　

特筆すべき価値があるものを 『近代土木遺産 2000 選』 として

公表 （2001 年）



● “ 近代土木遺産 ” が制定された背景 

・ 土木構造物＝注目されないまま、 失われてしまいやすい

　　（老朽化、 自然災害、 戦災、 etc.）

　　➡ 『貴重なので保存する必要がある』 というアピール　

・ そもそも どのような土木構造物が現存しているのか 不明

　　➡ 調査によって全体像が判明し、           

        それを用いた 客観的な評価 が可能に 



『日本の近代土木遺産』中身



【 湖北の旧隧道 】



● 横山隧道 ●

大正 12 年竣工

煉瓦＋石 造



横山隧道 東口



横山隧道 西口



横山隧道 排水渠



横山隧道 坑道



横山隧道 西口・開通記念碑



横山隧道 東口開通記念碑



西口記念碑（西黒田村） 東口記念碑（東黒田村）



横山隧道 扁額（東口・西口）



➡　衆正が開いた門　／　衆正に開かれたる門

　＝　人々によって開かれた門　／　誰でも利用できるョ

書者 ： 第 16 代滋賀県知事 堀
ほ り た

田義
ぎ じ ろ う

次郎 

開衆正門



➡　野に在りて路を抂
ま

ぐ

　＝　山野の捷路

　　　　（ “隧道” ＝墳墓の通路 ）

書者 ： 堀田義次郎 

峠

抂路
 在野



● 佐和山隧道 ●

大正 13 年竣工

煉瓦＋石 造



佐和山隧道 西口



佐和山隧道 東口



佐和山隧道 西口



横山隧道 西口（T12）佐和山隧道 扁額（東口・西口）



➡　宮容の妙門

　＝　宮殿のような美しい門

書者 ： 堀田義次郎 

宮容妙門



➡　茂を進んで遂げし路

　＝　困難を乗り越えて完成した道

書者 ： 堀田義次郎 

茂進遂路



● 観音坂隧道 ●

昭和 8 年竣工

コンクリート＋石 造



観音坂隧道 西口



観音坂隧道 下見板張り装飾



（参考：鈴鹿隧道 大正 13 年）



観音坂隧道 西口



● 谷坂隧道 ●

昭和 10 年竣工

コンクリート＋石 造



谷坂隧道 東口



谷坂隧道 装飾



谷坂隧道 排水系統



谷坂隧道絵葉書 東口



谷坂隧道絵葉書 西口



● 賤ヶ岳隧道 ●

昭和 2 年竣工

煉瓦＋石 造



海 

津

塩 

津
木
ノ
本

長 

浜

今 

津

賤ヶ岳隧道（S2）

湖北隧道（S9）
大崎隧道（S11）

● 県道海津木ノ本線
　 ・ 琵琶湖北岸を東西に連絡

　 ・ “琵琶湖周回道路網” 計画のハイライト

　 ・ 大正 9 年 “六六予算” 成立

　 ・ 大正 10 年着工、 昭和 11 年竣工 総工費 714,636 円 



賤ヶ岳隧道 西口



周道如匡

➡　周道を匡するが如し

　＝　琵琶湖を周
めぐ

る道を真っ直ぐにした

　※　詩経 「周道如砥、 其直如矢」 を踏まえた句）

書者 ： 堀田義次郎 



● 湖北隧道 ●

昭和 9 年竣工

コンクリート＋石 造



湖北隧道 西口



湖北隧道 東口



湖北隧道 東口



参考：（新）佐和山隧道 昭和 30 年



● 大崎隧道 ●

昭和 11 年竣工

コンクリート＋石 造



大崎第五隧道 西口



大崎第一隧道 東口



大崎第一隧道 扁額



【 村田鶴という技術者 】



村田鶴 肖像（上草野公民館蔵『谷坂隧道竣工記念写真帖』より引用）



『滋賀県土木百年年表』



『滋賀県土木百年年表』情報

 

名称 着竣工 設計者

横山隧道
－

大正 13 年 （1924） 村田鶴

佐和山隧道
大正 8 年 （1919） 6 月

大正 13 年 （1924） 6 月 23 日 村田鶴

賤ヶ岳隧道
大正 10 年 （1921） 9 月 20 日※

昭和 2 年 （1926） 11 月 30 日 －

観音坂隧道
－

昭和 7 年 （1932） 村田鶴

湖北隧道
昭和 8 年 （1933） 3 月

昭和 9 年 （1934） 3 月 31 日 －

谷坂隧道
昭和 8 年 （1933） 10 月 21 日

昭和 10 年 （1935） 3 月 1 日 村田鶴

大崎隧道
昭和 10 年 （1935） 1 月 13 日※

昭和 11 年 （1936） 6 月 28 日※ 山本広次※※

※路線の着竣工年 ※※路線の設計者？



・ “ 隧道の設計者 ” が判明していることは稀、　　      

 かつ 意匠性に富む隧道を複数設計 している

　➡ 非凡な技術者に違いない！

・ 『近代土木遺産 2000 選』 で触れられていないのは惜しい 

（『滋賀県近代化遺産調査報告書』 では拾われているのに…）



● “ 近代土木遺産 ” の評価軸（着眼点） 

・ 特筆すべき 技術 があるか

　（規模、 先進性、 進取性、 挑戦 など）

・ 意匠 が優れているか

　（見た目の美しさ、 環境との調和、 技術と意匠の融合 など）

・ 注目に値する 系譜 をもつか

　（ 地域性、 歴史的貢献、 設計者  など）

※参考 ： 文化庁歴史的建造物調査委員会編 『 建物の見方しらべ方 近代土木遺産の保存と活用 』 （ぎょうせい、 1998）

https://www.amazon.co.jp/%E5%BB%BA%E7%89%A9%E3%81%AE%E8%A6%8B%E6%96%B9%E3%83%BB%E3%81%97%E3%82%89%E3%81%B9%E6%96%B9%E2%80%95%E8%BF%91%E4%BB%A3%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E9%81%BA%E7%94%A3%E3%81%AE%E4%BF%9D%E5%AD%98%E3%81%A8%E6%B4%BB%E7%94%A8-%E6%96%87%E5%8C%96%E5%BA%81%E6%AD%B4%E5%8F%B2%E7%9A%84%E5%BB%BA%E9%80%A0%E7%89%A9%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A/dp/4324054959


『日本の近代土木遺産 現存する重要な土木構造物 2800 選（改訂版）』（2005）



 

名称 『2000 選』評価情報 評価『2800 選』評価情報 評価

横山隧道
ポータル ： 冠木門タイプだがピラスターが笠石上に

貫通 （賤ヶ岳隧道と同一デザイン）
B

設計：村田鶴／ポータル：冠木門タイプだがピラスター

が笠石上に貫通 （賤ヶ岳隧道と同一デザイン）、 4 本

のピラスター／東西に 2 つの開通記念碑が建つ

B

佐和山隧道 － －
設計 ： 村田鶴／ポータル ： 冠木門タイプ （横山隧道

と違いピラスターが笠石上に貫通せず）、 4 本のピラ

スター

C

賤ヶ岳隧道
ポータル ： 冠木門タイプだがピラスターが笠石上に

貫通 （横山隧道と同一デザイン）
C

設計 ： 村田鶴？／ポータル ： 冠木門タイプだがピラ

スターが笠石上に貫通（横山隧道と同一デザイン）、

4 本のピラスター

C

観音坂隧道
ポータル ： デンティル付きの笠石＋下見板張風の

壁面 （谷坂隧道を簡素化）
B

設計 ： 村田鶴／ポータル ： デンティル付きの笠石＋

下見板張風の壁面 （鈴鹿隧道からの影響？）
B

湖北隧道 － －

設計 ： 村田鶴？／迫石の隅角部に装飾／ポータル

壁面がせり出している→せり出し部が上に行くほど

外側に出て、 かつ、 角が丸くなっておいてドイツ表

現主義を強く感じさせる （トンネルとして恐らく国

内唯一） ／ポータル全面に水平の縞模様

A

谷坂隧道

東の笹子隧道 （山梨） と並び最も本格的な古典

様式のポータル （ピラスター ： 半円断面、 笠石 ：

細かいデンティル） ＝観音坂隧道を本格化したよ

うな形／ポータル全面に下見板張り風模様

A

設計 ： 村田鶴／東の笹子隧道 （山梨） と並び最

も本格的な古典様式のポータル （ピラスター ： 半

円断面、 笠石 ： 細かいデンティル） ＝観音坂隧道

を本格化したような形／ポータル全面に下見板張

り風模様

A



“ 村田鶴とは

　　　どんな人だったのだろう。”



村田鶴 履歴書（ 埼玉県 蔵）



● 村田鶴年表

年月 年齢 出来事
明治 17 年 （1884）

7 月 1 日

0 茨城県稲敷郡十余島村結佐に生まれる （農家次男）

明治 22 年 4 月 4 結佐尋常小学校入学

明治 26 年 3 月 8 同上　卒業

　　　  同年 4 月 同上　補修科入学

明治 30 年 3 月 12 同上　卒業

　　　  同年 4 月 結佐特習学舎入塾 漢 ・ 数 ・ 習の三課を修学

明治 33 年 8 月 16 同上　卒業

明治 35 年 1 月 17 東京 明治数学校 （後の明治工学校） 入学

明治 36 年 1 月 18 同上　工業予備科中学三年程度卒業

明治 36 年 2 月 東京 工手学校 入学

1/4

https://dl.ndl.go.jp/pid/813002/1/129
https://dl.ndl.go.jp/pid/812751


村田鶴出身地
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霞ヶ浦霞ヶ浦
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千葉県

茨城県



● “ 工手学校 ” とは
　 ・ 即戦力となる技術者を育成 

　 ・ 夜学、 半年を一学期として三学期制

	 〔土木科本科	カリキュラム（コマ数）〕

  第一期

   数学３、 物理２、 力学２、 測量法２、 実測３、 製図４

  第二期

   測量法２、 実測６、 材料強弱２、 水理２、 施工法２、 道路 ・ 隧道１、 製図８

  第三期

   測量法１、 実測６、 橋梁２、 河工２、 海工１、 鉄道２、 衛生工学１、 製図８

（ 『工手学校一覧』 明治 41 年版 ）

https://dl.ndl.go.jp/pid/812751


明治 37 年 11 月 20 日露戦争戦役 のため休学

明治 37 年 12 月 近衛歩兵第一連隊補充大隊増設第二中隊入営

明治 40 年 11 月 23 同上 　満期除隊 （明治 39 勲八等白色桐葉章受章）

明治 41 年 2 月 23 東京工手学校土木学科第二期 復学

　　　　同年 4 月 同上　第三期進学

明治 42 年 2 月 24 同上　卒業

明治 42 年 12 月 25 埼玉県内務部土木雇 拝命

松戸工区員出張所勤務

大落古利根川改修工営所勤務

明治 43 年 8 月 26 埼玉県土木技手 拝命

中条工場勤務

明治 44 年 6 月 川越工区員出張所勤務

大正 4 年 3 月 30 熊谷工区員出張所勤務

大正 5 年 11 月 32 忍工区員出張所勤務

大正 7 年 1 月 33 小山川改修工営所勤務
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村田鶴生家と埼玉県時代の勤務地

群馬県

栃木県 茨木県

千葉県
山梨県

東京都

埼玉県

多摩川
荒
川 中
川

江
戸
川

隅
田
川

荒川

利根川

思川

霞ヶ浦

那珂川

片品川

吾妻川

渡良瀬川

神流川

烏川

鬼
怒
川

小
貝
川

甲府
●

・秩父

●前橋

●浦和

・取手

・沼ノ上（八斗島）

・佐原

●千葉

土浦・

水戸●

宇都宮
●

東京● 十余島村結佐
大落古利根川

小山川

… 明治43年水害の被災地

中条堤

利根川利根川



技師

技手
ぎしゅ、ぎて

ぎし

雇・職工

帝国大学卒のエリート、

年季を経た技術者
高等官

官吏区分特徴

判任官

－

現場監督・指導など、

実務的な仕事を担当

現場の働き手



大正 7 年 5 月 埼玉県土木技手　依願退職

大正 7 年 5 月 大阪府内務部土木技手　拝命

同土木課江之子島出張所勤務

大正 7 年 6 月 水防委員拝命

大正 7 年 8 月 34 三島郡味舌村直営工場主任 拝命

大正 7 年 9 月 同上　依願退職

大正 7 年 10 月 滋賀県内務部土木技手　隧道工営所主任 拝命 

（横山隧道 ・ 佐和山隧道の建設に従事 瀬田唐橋の架換

も？）

昭和 6 年 2 月 46 滋賀県土木技師兼道路技師　拝命

内務部土木課勤務　（判任官から高等官待遇へ）

（観音坂隧道、 谷坂隧道、 福橋、 寿橋の建設に従事）

昭和 11 年 1 月 51 同上　依願退職 （最終勲位 正七位勲六等 十給俸）
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村田鶴 履歴書（滋賀県蔵）



大 

阪

高 

槻

枚 
方

淀 川

大正6年 “大塚切れ ”と村田鶴勤務地

大
阪
湾

琵
琶
湖

淀
川

大
阪
湾

琵
琶
湖

淀
川



瀬田の唐橋（大正13年架換）



昭和 11 年？ 千葉市土木課長 拝命

～ （千葉市都市計画事業の実施、 千葉市営霊園 〔現 ・ 桜

木霊園〕 の設置、 東京大学第二工学部 〔現・千葉大学〕

誘致と用地造成、 海岸埋立による工業用地造成事業）

昭和 20 年 千葉市土木課長 退職

昭和 24 年 11 月 65 千葉倉庫株式会社設立 専務取締役就任

昭和 35 年 6 月 75 同上　二代目社長就任

昭和 51 年 3 月 91 同上　会長就任

昭和 54 年 1 月 94 逝去

4/4



千葉市土木課長時代の報文「千葉市営墓地に就て」（日本公園緑地協会『公園緑地』第2巻第12号〔昭和13〕　
国立国会図書館デジタルコレクション より引用　　　　　　）

https://dl.ndl.go.jp/pid/3296476/1/19


● 要旨
　 ・ 軍都として、 帝都の衛星都市として発展途上にある千葉市

　 ・ 市内に墓地が散在、 かつ狭隘になっている

　　　　➡ 市東部の約 4 万坪の敷地に集約　　（昭和 13 年着工）

　 ・ 「新設墓地の附近一帯は松柏多き丘陵地なるを以て地形及現況

　　を尊重して有効な地割をなすように意を注ぎ、 庭園式墓地とする

　　ことにした」

従来の墓地は画一的な作りが多く、 墓参者が道に迷うことが多

かったので、 「或は記念塔を設け或は道路の広狭により、 又は広

場の配置により」 変化をつけた



千葉市営霊園設計平面図（日本公園緑地協会『公園緑地』第2巻第12号〔昭和13〕　
国立国会図書館デジタルコレクション より引用　　　　　　）

https://dl.ndl.go.jp/pid/3296476/1/19


村田家墓地



● 村田鶴の人となり

・ 滋賀県時代のあだ名　「ポ
警 察 官

リスメン」

・ 「その性、 清廉直情、 頑固一徹、 明治の固まりで、 言い出

したら絶対に引かぬ （略）、 一面非常に情愛の深い方でも

あった。」 （『千葉倉庫 50 年のあゆみ』）　

・ 常に黒の背広を着、 一台の自転車を大事に乗り回す

・ 「特に美術に関心があったようではない。 ただ仏像を収集

していて、 家には常に仏像が飾られていた。」   　　　　　

（比叡山延暦寺に帰依　戒名 ： 鶴林院叡岳道法大居士）



令和 3 年度 選奨土木遺産　村田 鶴が湖北地方に残した隧道群

https://www.jsce.or.jp/contents/isan/index.html
https://www.jsce.or.jp/contents/isan/files/2021_21.shtml


【 横山隧道ができるまで 】



● 横山隧道関連年表（竣工まで）

年月 出来事 出典

明治 20 年 （1887）

　　　　　　　  4 月 15 日

県、 県道表告示

　　➡　朝鮮人街道 が 県道 に 

1

明治 28 年 県、 地方税土木工費支弁規則を制定

　　➡　黒田道 が 地方税支弁里道 に

2

明治 31 年～ 高森慶多郎、 北村幾太郎 ら、 横山隧道建設を提唱 7

大正 2 年 （1913）

　　　　　　　 2 月 20 日

第 1 次山本権兵衛内閣　成立 （立憲政友会との連

携内閣）

　同上　　　 6 月 1 日　 滋賀県内務部長 添田敬一郎 離滋

　　➡　第 15 代埼玉県知事

3

大正 4 年  3 月 11 日 埼玉県内務部土木課長 山田博
ひ ろ よ し

愛 来滋

　　➡ 滋賀県内務部土木課長

　　（以降、 埼玉県からの技手移動が相次ぐ）

4
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● 明治末～大正期の国政・県政の背景

・ 明治期＝ “藩閥政治”　（維新の立役者 ・ 雄藩が中心となる政治）

・ 大正期＝ “政党政治” （民衆が選んだ代表者による政治）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⬇

　“ 立憲政友会　vs 立憲改進党
（立憲同志会）  ”



・ 政友会 ＝ 「公益を目的として行動」 することを標榜

　　　　　　　　　道路改修や鉄道建設、 公共施設の拡充といった

      積極政策 で 国を豊かにする

・ 滋賀県では政友会が最大勢力

　　井上敬之助 ： 政友会滋賀県支部長、 滋賀県議会長、 政友会

　　　　　　　　　　本部総務など歴任



彦 

根

鳥
居
本

旧・朝鮮人街道

佐和山隧道

旧・中山道

佐和山隧道の位置（ 大正 9 年測図 1:25,000 地形図『彦根東部』「彦根西
部』『高宮』『能登川』／「今昔マップ 3」より引用・加工））

http://ktgis.net/kjmap/


滋賀県庁

知事知事知事 知事 知事

大阪府庁 京都府庁 三重県庁 愛知県庁

内務省

内務部

内務部長

教育課 勧業課地方課会計課森林課 土木課

土木課長（技師）

技師
：

：

：技手

知事官房警察部

大正期の行政組織 模式図

⬆ 高等官（内務大臣が任免）

⬇ 判任官（府県知事が任免）　



佐藤道之介技手の退職→滋賀県での採用 （右：埼玉県蔵公文書『県官進退録』〔明 5002〕佐藤職歴書　　　　　　
左：滋賀県蔵公文書『官吏任免録 大正七年』〔大 - え -3〕佐藤採用辞令）



滋賀県 （その他）
内務部長　

大臣官房都市計画課山田博愛山田博愛

土木技手

土木技手

埼玉県
知事 添田敬一郎 添田敬一郎

内務部土木課長 内務部土木課長

土木技手 佐藤道之介

土木技手 吉田勇

土木技手 遠山貞吉

土木技手 中澤徳次郎

佐藤道之介

吉田勇

遠山貞吉

中澤徳次郎

土木技手 村田鶴 村田鶴

土木技手 杉山豊吉杉山豊吉

土木技手、
隧道工営所主任

土木技手

大正2

内務部長 堀田義次郎　

知事 堀田義次郎　

三重県事務官
大正6

大正8 愛知県内務部長 

非職→T13衆議院議員
→S8大津市長

大正4

大正4 大正7

内務部土木課長原清明　 原清明　土木技師
大正8大正5

大正4

大正4

大正6

大正7

土木技手

土木技手、
隧道工営所主任

大正7

大正7

大正12

大正期における滋賀県⇔埼玉県の官吏の異動



● 埼玉県→滋賀県 技術者移動の背景（推測）

・ 道路行政の立ち遅れを挽回？

・ 治山 ・ 治水の実務経験がある者を必要とした？

 ➡ 埼玉県に移った 添田敬一郎 （元 ・ 内務部長） をツテに、

  有能な技術者を紹介してもらう

 　　 ➡ 内務技師 ・ 山田博愛 が来滋

 　　　　➡ 山田のもとで働いていた技手たちが、 彼を慕って　　

　　　　　　　　or　山田が腹心の部下を招いて 来滋　



「（道路改修費を決めるのに 明治 15 年～ 20 年の実績に基

づく数字を使い続けている、） 今日約三〇年前の標準をもっ

て、 県下の土木事業の決定としている現状はきわめて問題

である」

（大正 5 年通常県会　歳出経常部土木費第一読会 五番 西島孫吉議員質問 ）

（ 『滋賀県議会史 第三巻』  p.442 ）

https://dl.ndl.go.jp/pid/9768761/1/252


大正 4 年  4 月 16 日 第 2 次大隈重信内閣 成立 （立憲同志会連携内閣）

　同上　　　 4 月 28 日 千葉県知事 池松時和 来滋

　　➡ 第 14 代　滋賀県知事 （政友会系）

5

　同上　　　 7 月 1 日 三重県事務官 堀田義次郎 来滋

　　➡ 滋賀県内務部長

6

大正 5 年  11 月 県会で朝鮮人街道 （佐和山隧道）、 黒田道 （横山

隧道） 改修予算が可決

　　朝鮮人街道 ： 大正 6 ～ 8 年　3 ヶ年継続事業

　　黒田道　　　 ： 大正 6 ～ 9 年　4 ヶ年継続事業

7

大正 6 年   1 月 29 日 滋賀県内務部長 堀田義次郎 離滋

　　➡ 愛知県内務部長

8

　同上　　　 2 月 陸軍特別大演習 開催内定 （於 彦根） 9

　同上　　　 7 月 24 日 埼玉県北足立郡技手 遠山貞吉 来滋

　　➡ 隧道工営所 主任 

10

　同上　　 10 月 中山道 家棟隧道 竣工

　同上　    11月 13～16日 陸軍特別大演習 実施 9
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● 佐和山・横山隧道改修決定のいきさつ

・ 東西黒田村民は明治31年以来盛んに改修を陳情。 		 	 	 	 	

「殊に吾が党の高森慶多郎、 北村幾太郎」 両氏が不屈の運動を続けた

・ 大正 5 年、 佐和山隧道工事に対し寺村庄三郎 （彦根出身の実業家） が

一万円の寄付を申し出たことで実施が内定※

・ 東西黒田村民もこれに刺激を受けて寄付金を集め、 再陳情→内定

（『立憲政友会滋賀県支部党誌』 pp.256-257）

※ 『彦根町政秘史』 （昭和 2） では工事決定 ・地元負担額も確定した時点で寄付があったとする

https://dl.ndl.go.jp/pid/1438979/1/155
https://dl.ndl.go.jp/pid/1274946/1/136


● 大正 5 年 予算可決時の隧道計画

・ 朝鮮人街道 （佐和山隧道）

 隧道長 90 間　うち 45 間煉瓦巻

 道路長 905 間

 幅 10 尺

・ 黒田道 （横山隧道）

 隧道長 80 間　うち 60 間煉瓦巻

 道路長 965 間

 幅 （？）

（『大正五年通常滋賀県会会議録 第十二号』　15-16 丁 山田博愛技師答弁より）



「第十六疑の県吏員費 （略） 来年度にて継続事業として計

画して居る、 墜
（ママ）

道工事の事業が二つもありまするから現在の

技術者を以て監督に当たらしむると云うことは迚
とて

も出来ぬの

であります、 夫
それ

で五十円の人を雇いそうして両方懸け持をし

て監督をさせようと云う為めに一人を増す （略）」

（『大正五年通常滋賀県会会議録 第一号』　15-16 丁 池松時和知事予算説明 ）



○二十六番 （丸橋茂平 議員） 質問

・ 隧道工事監督は、 今いる土木吏員では務まらないのか？

・ 近頃課長が更迭する毎に土木吏員の移動が生じている。 （経験 ・

知識の蓄積が無駄になり） 問題なのではないか。

○参与二番 （内務部長 堀田義次郎 ） 答弁

・ 隧道工事の経験者はいるが、 上級の監督の地位にいるため現場

に詰めていることができない。

・ 技術は日々進歩しているので、 相応しい人と 「差替ヘ」 るとなる

と自然、 古い人から替えていくことになる。 「唯普通ノ異動デアリ

マス、 別段変ッタ考ヘデ異動ヲ行ナフタノデハアリマセヌ」

（『大正五年通常滋賀県会会議録 第十三号』　11-12 丁 歳出経常部第十六欵県吏員費）



遠山採用の打診とその返事（滋賀県蔵公文書『大正 6 年吏員進退書』〔大 - え -16〕）



畑隧道（埼玉県飯能市／明治 42 年竣工／監督：遠山貞吉）

畑隧道



大正六年陸軍大演習 大堀山付近



● 陸軍特別大演習

・ 年一度、 天皇の臨席のもと行われた軍事演習

・ 大正 6 年度は彦根～野洲付近で実施 （大本営 ： 彦根中学校）

・ 11 月 14 日 彦根駅→野洲駅、 野洲駅から中山道を通り鏡山

御野立所へ 統監ののち野洲駅→彦根駅→大本営

※大演習のために道の改修をすることは禁じ

られていたが……12 万円強の予算を計上

して沿道を整備

（参考 ： 『大正六年陸軍特別大演習滋賀県記録』）

鏡山御野立場

中 山 道

家 棟 川

野洲駅
家棟隧道

演習地

https://dl.ndl.go.jp/pid/942244/1


家棟隧道 （大正 6 年 10 月竣工）



解体中の家棟隧道 （平成 18 年 9 月）



大正 6 年 12 月 17 日 森正隆  来滋

　　 ➡ 第 15 代滋賀県知事 （政友会系）

11

　～ 第一次大戦の影響による物価高騰

　　 ➡ 横山 ・ 佐和山隧道の着工延期

7

大正 7 年 1 月 1 日 隧道工営所 主任 犬上郡 ・ 坂田郡に常駐 12

　同上　 9 月 20 日 原敬内閣 成立 （政党政治の確立）

　同上　 10 月 15 日 村田鶴 来滋

　　 ➡ 隧道工営所 主任

13

大正 8 年 4 月 10 日 道路法 公布 16

　同上　 4 月 18 日 愛知県内務部長 堀田義次郎 再来滋

　　 ➡ 第 16 代滋賀県知事 （政友会傀儡県政）

14

　同上　 7 月 2 日 朝鮮人街道 ・ 黒田道 工事請負入札

（朝鮮人街道 ： 大正 10 年 2 月末日

　　　　黒田道 ： 大正 11 年 2 月末日　竣工予定）

15
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大正 8 年 8 月 佐和山隧道 着工 7

　同上　　 11 月 横山隧道 着工 7

　同上　 　12 月 6 日 道路構造令 公布

　国道の幅員　　 　　　 ： 4 間 （7.2 ｍ） 以上※ 1

　府県道の幅員　　　　 ： 3 間 （5.4 ｍ） 以上※ 2

　郡道 ・ 町村道の幅員 ： 2 間 （3.6 ｍ） 以上※ 2

　　※ 1　山地其他特殊の箇所に限り 1 間以内縮小可
　　※ 2　山地其他特殊の箇所に限り 3 尺以内縮小可

17

　～ 両隧道 設計変更 （幅員増、 素掘り→煉瓦巻立）

大正 9 年 4 月 1 日 道路法 施行 18

　同上　　 5 月 府県道長浜大垣線 （横山隧道） 認定 19

大正 12 年 5 月 横山隧道 竣工 （総工費 117,860 円、幅員 4.5 ｍ）

工費中 2 万円余りは地元寄付

7,

20

大正 13 年 6 月 佐和山隧道 竣工（総工費130,756円、幅員4.5ｍ） 7

　同上　　　 6 月 18 日 仏生寺彦根線 （佐和山隧道） 認定 19

（4/4）



県道長浜大垣線（『滋賀県史』第 4 巻）
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【 横山隧道の最大の魅力 】
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